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闘
匝
大
學
は
、
今
年
を
以
て
七
十
年
の
歴
史
を
有
す
る
こ
と
4
な
っ
た
。
想
起
す
れ
ば
、
明
治
四
十
年
の
頃
、
今
の
上
福
島
の
地
、
鉄
逍
線
路
北
側
直
下
に
、
陸
離
た
る
金
文
字
も
い
か
め
し
く
「
閥
西
大
學
」
と
銘
う
つ
漬
洒
な
白
亜
の
校
舎
が
、
往
き
交
う
列
車
の
窓
か
ら
、
行
人
の
視
線
を
惹
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
な
ん
、
江
戸
堀
学
舎
か
ら
移
転
し
て
、
新
装
な
っ
た
ば
か
り
の
所
削
福
島
学
舎
の
雄
姿
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
越
え
て
、
大
正
十
一
年
大
学
令
に
よ
る
大
学
の
昇
格
が
実
現
さ
れ
て
、
千
里
山
に
新
学
舎
の
建
築
を
見
る
こ
と
4
な
っ
て
6
こ
4
に
初
期
に
於
け
る
躍
進
が
遂
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
此
時
、
設
置
さ
れ
た
の
は
、
法
学
部
と
商
業
学
部
の
二
学
部
で
あ
っ
た
。
我
商
学
部
は
、
此
時
既
に
其
朋
芽
を
顕
示
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
現
在
の
商
学
部
の
歴
史
は
、
遠
く
大
正
十
一
年
大
学
昇
格
の
昔
に
渕
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
銘
品
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
此
商
業
学
部
も
時
代
の
推
移
と
要
求
に
は
抗
し
難
く
大
正
十
三
年
八
月
に
至
っ
て
経
済
学
部
と
改
称
さ
れ
て
、
其
一
分
科
と
し
て
、
経
済
学
科
と
併
置
さ
る
4
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
時
代
も
遷
り
、
昭
和
三
年
頃
の
商
業
学
科
在
学
生
は
、
僅
か
三
十
二
人
と
い
う
極
め
て
淋
し
き
姿
で
あ
っ
た
。
斯
く
の
如
き
在
学
生
の
謀
少
は
、
其
反
而
、
師
弟
関
係
の
自
然
融
和
の
状
態
を
醸
成
す
る
こ
と
4
な
り
、
恰
も
今
日
に
於
け
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
初
彿
せ
し
む
る
も
の
が
あ
っ
た
、
教
室
を
離
れ
て
は
、
各
種
の
研
究
の
催
し
が
あ
り
、
工
場
港
湾
の
見
学
、
或
は
遠
く
国
外
、
南
洋
方
面
へ
の
見
学
旅
行
に
於
て
も
、
商
業
学
科
学
生
が
其
中
核
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
此
間
、
経
済
学
部
は
再
び
経
商
学
部
に
改
糾
、
経
済
学
科
と
商
業
学
科
が
従
前
通
り
併
置
さ
れ
て
、
昭
和
十
四
年
頃
に
は
麻
業
学
科
第
一
学
年
へ
の
入
学
希
望
者
一
0
0
人
を
越
え
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
終
戦
後
、
昭
和
二
十
三
年
の
学
制
改
中
に
よ
る
新
制
大
学
の
発
足
と
な
り
、
こ
4
に
裔
学
部
は
、
昔
の
衣
鉢
を
新
ら
た
に
し
て
復
活
を
見
、
今
日
の
光
彩
を
備
う
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
、
古
き
を
知
る
も
の
に
と
つ
て
は
感
慨
無
量
な
る
も
の
が
あ
る
。
一
方
、
学
部
に
お
け
る
研
究
活
動
の
発
表
機
関
と
し
て
は
、
昭
和
九
年
に
「
閥
西
大
學
研
究
論
集
」
が
創
刊
せ
ら
れ
た
。
た
ゞ
初
期
に
於
け
る
此
論
染
は
、
法
、
文
、
経
、
商
の
四
学
科
に
共
通
的
な
綜
合
機
関
誌
で
あ
っ
て
、
各
科
に
特
殊
な
機
関
誌
で
は
な
か
っ
た
が
、
昭
和
十
二
年
十
一
月
に
至
っ
て
、
同
誌
第
七
号
よ
り
、
こ
れ
を
三
部
に
分
割
し
て
、
第
一
序
昭
和
三
十
年
十
一
月
四
日
賀
屋
．
 
賜
西
大
座
商
昂
部
長
俊
雄
部
を
法
律
政
治
、
第
二
部
を
経
商
、
第
三
部
を
文
哲
の
研
究
発
表
に
充
て
る
こ
と
4
な
り
、
幾
多
貴
重
な
る
研
究
が
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
惜
し
い
哉
、
戦
時
中
其
刊
行
が
休
止
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
昭
和
二
十
四
年
七
月
、
人
文
科
学
研
究
所
で
法
文
経
商
共
通
の
発
表
機
関
誌
と
し
て
「
人
文
科
学
論
集
」
を
復
刊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
此
機
関
誌
は
昭
和
二
十
六
年
に
至
っ
て
廃
止
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
代
つ
て
、
各
部
に
於
て
そ
れ
ぞ
れ
の
論
集
の
刊
行
が
行
わ
れ
る
こ
と
4
な
り
、
経
商
関
係
の
機
関
誌
と
し
て
は
、
当
時
設
立
さ
れ
た
経
済
学
会
に
よ
っ
て
、
「
闘
西
大
學
糎
演
論
集
」
が
刊
行
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
一
方
、
今
次
の
開
西
大
學
七
十
年
記
念
祝
典
を
機
と
し
て
、
来
る
昭
和
三
十
一
年
四
月
を
期
し
「
商
學
會
」
の
組
織
が
計
劃
さ
れ
、
其
発
足
と
共
に
、
商
学
関
係
研
究
に
特
殊
な
る
「
商
學
論
集
」
の
創
刊
さ
れ
る
こ
と
が
準
備
さ
れ
つ
4
あ
る
。
過
る
昭
和
十
一
年
「
闘
西
大
學
創
立
五
十
年
記
念
論
集
」
の
あ
と
を
う
け
て
、
絃
に
七
十
年
記
念
祝
典
に
際
会
し
て
「
商
學
記
念
論
集
」
の
発
行
を
見
る
こ
と
は
、
往
時
の
糎
演
學
部
商
業
學
科
よ
り
今
日
の
商
學
部
へ
の
進
展
を
親
し
く
目
撃
し
た
吾
人
に
と
つ
て
は
過
去
半
生
の
追
憶
で
あ
っ
て
感
慨
無
量
な
る
も
の
が
あ
る
と
と
も
に
、
米
る
べ
き
百
年
祭
に
向
つ
て
の
飛
躍
的
研
究
業
績
の
発
表
が
期
待
さ
れ
、
同
時
に
、
学
界
に
於
け
る
指
導
的
地
位
の
獲
得
が
確
信
さ
る
4
も
の
で
あ
る
。
栄
あ
る
七
十
年
の
歴
史
を
慶
賀
す
る
と
と
も
に
、
堂
々
た
る
わ
が
学
会
の
前
途
を
祝
福
し
て
、
以
て
序
に
代
え
る
こ
と
4
す
る
。
